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＜羽生市子ども・子育て支援事業計画の概要＞ 

 本市では、平成 27 年 4 月から“子ども・子育て支援新制度”がスタートすることに伴

い、平成 27 年度から平成 31 年度を計画期間とする「羽生市子ども・子育て支援事業計

画」を策定しました。（平成 27 年 3 月策定） 

 計画では、本市における子ども・子育てに関する課題を分析し、計画期間中の保育所

などへの需要を見込む（量の見込み）とともに、アンケート調査や「羽生市子ども・子

育て支援会議」での審議結果をふまえ、子育て支援等の充実のために推進する各種施策

を取りまとめています。 

 

＜計画の位置づけ＞ 

 子ども・子育て支援法第 61 条の規定に基づく「市町村子ども・子育て支援事業計画」。

また、次世代育成支援対策推進法に基づいて策定された「羽生市次世代育成支援行動計

画（第２次）」（平成 22 年度～平成 26 年度）の考え方を引き継ぐ計画。 

 

＜計画変更の目的等＞ 

 共働き世帯の増加や核家族化の進行を背景として、保育所及び放課後児童クラブへの入所希

望が増加しています。また、近年の市内への新興住宅地の建設によって、子育て世帯の転入が

進んでいることもニーズ増加の一因と考えられます。 

 こうした状況の中、保育所では、地域間の調整や定員を超えた受入により対応を行っています

が、施設基準や職員配置の状況から、特に低年齢児の常時受入が難しい保育園もあります。 

 また、放課後児童クラブについても、同様に定員を超えた受入を行っていますが、これを是正

するために、施設の新設や定員の増加を図っています。 

 こうした現状を踏まえ、計画に記載された「教育・保育」及び「地域子ども・子育て支援事業」の

量の見込みの修正を行うとともに、必要なサービス提供体制の確保策を見直し、羽生市の子ど

も・子育て支援の充実を図るため、計画の変更を行います。 
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１）「提供体制の確保内容（確保策）」の変更について 

（羽生市子ども・子育て支援事業計画Ｐ５８に該当） 

 

市は、当初策定した「量の見込み」に対応するよう、「教育・保育施設及び地域型保育事業に

よる確保の内容及び実施時期（確保策）」を設定しましたが、平成２８年度に１保育園が認定こ

ども園へ移行したことから計画の変更を行いました。 

今回、平成２９年度にも１保育園が「認定こども園」への移行を希望していることから、再度、

確保策の変更を行うものです。 

 

①１号認定（３歳以上_教育認定）の変更 

 

【変更の内容】 

・認定こども園における１号認定分は各園において 15 人としています。 

 （３歳児５人、４歳児５人、５歳児５人という考え方） 

・平成２９年度以降の確保策の合計は 8２０人としており、見込みに対して十分に充足してい

るものとなります。 

 

 （変更前） 

区分 
計 画 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

１号認定 幼稚園 420 人 406 人 405 人 407 人 405 人 

確保策      

１
号
認
定 

幼稚園 790 人 
 

  790 人 

認定こども園 0 人 15 人 15 人 15 人 15 人 

計 790 人 805 人 805 人 805 人 805 人 

過不足 充足     

 

 

 （変更後）■３歳以上（１号認定）  

区分 
計 画 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

１号認定 幼稚園 420 人 406 人 405 人 407 人 405 人 

確保策      

１
号
認
定 

幼稚園 790 人 
 

  790 人 

認定こども園 0 人 15 人 30 人 30 人 30 人 

計 790 人 805 人 820 人 820 人 820 人 

過不足 充足     
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②２号認定（３歳以上_保育認定）の変更 

 

【変更の内容】 

・保育所から認定こども園への移行分のため、保育所としての確保数が減少しているものの、

認定こども園における確保数が増加しています。 

・平成２９年度以降の確保策の合計は７９０人と減少しているものの、見込みに対して充足し

ているものとなります。 

 

 

 （変更前） 

区分 
計 画 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

２号認定 

幼稚園 30 人 29 人 29 人 29 人 29 人 

保育所 770 人 745 人 742 人 745 人 742 人 

計 800 人 774 人 771 人 774 人 771 人 

確保策      

２
号
認
定 

保育所 820 人 669 人 669 人 669 人 669 人 

認定こども園 0 人 136 人 136 人 136 人 136 人 

認可外保育施設 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

計 0 人 805 人 805 人 805 人 805 人 

過不足 充足     

 

 

 （変更後） 

区分 
計 画 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

２号認定 

幼稚園 30 人 29 人 29 人 29 人 29 人 

保育所 770 人 745 人 742 人 745 人 742 人 

計 800 人 774 人 771 人 774 人 771 人 

確保策      

２
号
認
定 

保育所 820 人 669 人 470 人 470 人 470 人 

認定こども園 0 人 136 人 320 人 320 人 320 人 

認可外保育施設 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

計 0 人 805 人 790 人 790 人 790 人 

過不足 充足     
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③３号認定（３歳未満_保育認定）の変更 

【変更の内容】 

・保育所から認定こども園への移行分のため、保育所としての確保数が減少しているものの、

認定こども園における確保数が増加しています。 

・平成２９年度以降の確保策の合計を３９６人としており、見込みに対して充足しているもの

の拮抗した状態となっています。 

 

（変更前）                             

区分 
計 画 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

３号認定 

０歳児 50 人 52 人 55 人 58 人 60 人 

１・２歳児 300 人 330 人 330 人 330 人 330 人 

計 350 人 382 人 385 人 388 人 390 人 

確
保
策 

保育所 
０歳児 99 人 85 人 87 人 87 人 89 人 

１・２歳児 286 人 210 人 210 人 210 人 210 人 

認定こども

園 

０歳児 0 人 14 人 14 人 14 人 14 人 

１・２歳児 0 人 85 人 85 人 85 人 85 人 

特定地域型

保育事業 

０歳児 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

１・２歳児 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

認可外保育

施設 

０歳児 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

１・２歳児 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

計 385 人 394 人 396 人 396 人 398 人 

過不足 充足     

 

（変更後）        

区分 
計 画 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

３号認定 

０歳児 50 人 52 人 55 人 58 人 60 人 

１・２歳児 300 人 330 人 330 人 330 人 330 人 

計 350 人 382 人 385 人 388 人 390 人 

確
保
策 

保育所 
０歳児 99 人 85 人 81 人 81 人 83 人 

１・２歳児 286 人 210 人 165 人 165 人 165 人 

認定こども

園 

０歳児 0 人 14 人 20 人 20 人 20 人 

１・２歳児 0 人 85 人 130 人 130 人 130 人 

特定地域型

保育事業 

０歳児 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

１・２歳児 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

認可外保育

施設 

０歳児 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

１・２歳児 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

計 385 人 394 人 396 人 396 人 398 人 

過不足 充足     
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２）「放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）」の変更について 

（羽生市子ども・子育て支援事業計画Ｐ６４に該当） 

平成２７年度から高学年の利用を開始したことにより、今後もニーズが高いまま推移される

と見込まれます。 

【変更の内容】 

・低学年の利用見込み数（量の見込み）を当初より 30 人分増（平成 29年度）とすることで、

見込みに対し定員で充足しているものとします。 

  （川俣小学校余裕教室を活用した川俣学童保育室の開設分を見込んでいます。） 

・岩瀬学童保育室新設分（第１_定員 40 名、第２_定員 40名）は、既に平成 29 年度から現

在の定員 30名⇒８０名（５０名分増）にする旨見込んで計画に反映されております。 

 

（変更前） 

 
実績 計 画 

平成 25 年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

量の見込み（変更

前） 

344 人 420人 450人 450人 450人 440人 

 低学年 344 人 340人 370人 365人 365人 360人 

 高学年  80人 80人 85人 85人 80人 

        

確保策（変更後）       

 低学年  300人 320人 370人 370人 370人 

 高学年 100人 100人 100人 100人 100人 

 クラブ数 10 箇所 10 箇所 10 箇所 11 箇所 11 箇所 11 箇所 

 過不足    充足   

 

（変更後） 

 
実績 計 画 

平成 25 年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

量の見込み（変更

前） 

344 人 420人 450人 480人 480人 470人 

 低学年 344 人 340人 370人 395人 395人 390人 

 高学年  80人 80人 85人 85人 80人 

        

確保策（変更後）       

 低学年  300人 320人 400人 400人 400人 

 高学年 100人 100人 100人 100人 100人 

 クラブ数 10 箇所 10 箇所 10 箇所 12 箇所 12 箇所 12 箇所 

 過不足    充足   
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